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む つ 社 協 だ よ り令和４年１月25日 ( 4 )

◎東北電力株式会社 むつ営業所 様
◎東北電力ネットワーク株式会社
むつ電力センター 様

◎航空自衛隊第 42 警戒群 大湊分屯基地 様
◎むつ商工会議所 青年部 様
◎リサイクル燃料貯蔵株式会社 様
◎東京電力ホールディングス株式会社
東通原子力建設所 様

◎株式会社ユーラステクニカルサービス
青森事業所 様

◎郵便局長会下北南部会下北北部会 様
◎むつ市大畑地区民生委員児童委員協議会 様
◎株式会社青森銀行 むつ支店 様
◎株式会社青森銀行 大湊支店 様
◎大畑町商工会 青年部 様
◎下北地域広域行政事務組合消防本部 様
◎ライオンズクラブ国際協会 332-A 地区 様
◎むつ市体育協会 様
◎協同印刷工業株式会社 様
◎有限会社マルコウ水産 様
◎連合青森下北地域協議会 様
◎特定非営利活動法人
むつ下北子育て支援ネットワークひろば 様

◎東奥日報下北方部会 様
◎一般ボランティア 79 名 様

【県内社会福祉協議会】
◎青森県社会福祉協議会
◎弘前市社会福祉協議会
◎十和田市社会福祉協議会
◎つがる市社会福祉協議会
◎平川市社会福祉協議会
◎平内町社会福祉協議会
◎板柳町社会福祉協議会
◎野辺地町社会福祉協議会
◎横浜町社会福祉協議会
◎三戸町社会福祉協議会
◎田舎館村社会福祉協議会

【災害時相互応援協定に基づく
むつ下北地域社会福祉協議会】

◎大間町社会福祉協議会
◎東通村社会福祉協議会
◎風間浦村社会福祉協議会
◎佐井村社会福祉協議会

災害ボランティアに登録、
活動いただいた皆様

センターの運営を
支援していただいた
社会福祉協議会の皆様

◎ライオンズクラブ国際協会 332-A 地区 様
◎アールテック株式会社 様
◎むつライオンズクラブ 様
◎株式会社東京堂 様
◎住友生命保険相互会社 青森支社 様
◎明治安田生命保険相互会社 青森支社 様
◎ ENEOSグローブエナジー株式会社 様
◎松宮群子 他有志 様
◎青森ライオンズクラブ 様
◎NPO法人青森県防災士会 むつ支部 様
◎株式会社青森銀行 むつ支店 様
◎むつフレンドリークラブ 様

オリエンテーションの様子

物資をご提供いただいた皆様



む つ 社 協 だ よ り令和４年１月25日 ( 4 )む つ 社 協 だ よ り( 5 ) 令和４年１月25日

◎
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
(後
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
本
人
や

家
族
等
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
ひ
き
こ

も
り
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
に
つ
い

て
学
び
、
自
分
に
で
き
る
支
援
に
つ
い

て
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。

●
日

時

２
月
19
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
30
分

●
内

容

本
人
・
家
族
の
視
点

に
立
っ
た
支
援

●
会

場

下
北
文
化
会
館

「
展
示
ホ
ー
ル
」

●
参
加
者

む
つ
市
在
住
の
方

(講
座
終
了
後
に
ひ
き

こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
登
録
し
、
継

続
的
に
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
方
。)

●
定

員

30
名

●
参
加
費

無
料

●
申
込
み

２
月
４
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
に
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い

●
問
合
せ
先

生
活
支
援
課

☎
33
‐
３
０
２
３

◎
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

本
会
で
は
、「
子
ど
も
の
頃
か
ら
福
祉
に
ふ
れ
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
」
へ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
日
々
の
生
活

で
の
福
祉
体
験
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
通
し
て
得
た

思
い
な
ど
を
作
文
で
表
現
す
る
こ
と
を
通
じ
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
達
の
「
福
祉
の
心
」
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
福
祉
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
小
学
生
７
点
、
中
学
生
92
点
と
あ
わ
せ
て
99
点

も
の
応
募
が
あ
り
、
下
北
国
語
教
育
研
究
会
の
氣
仙
会
長
様

他
３
名
の
先
生
方
に
よ
る
審
査
を
経
て
、最
優
秀
賞
５
作
品
、

優
秀
賞
５
作
品
、
佳
作
５
作
品
の
計
15
作
品
が
入
賞
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、表
彰
式
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
日

時

令
和
４
年
２
月
５
日
(土
)

午
後
２
時

●
場

所

む
つ
市
中
央
公
民
館

講
堂

●
対

象

入
賞
児
童
及
び
生
徒
、保
護
者
、教
職
員
、

む
つ
市
民
、
下
北
郡
町
村
民

●
内

容

表
彰
状
授
与
、
入
賞
者
作
文
朗
読
他

●
参
加
費

無
料

●
入
賞
作
品

●
最
優
秀
賞
の
部

『
み
ん
な
あ
り
が
と
う
』

第
三
田
名
部
小
学
校

５
年

山

本

幸

『
僕
に
で
き
る
事
』

む
つ
中
学
校

１
年

篠

崎

日
向
斗

『
私
に
で
き
る
こ
と
』

大
湊
中
学
校

２
年

濱

田

琉

衣

『
個
性
を
尊
重
し
て
』

大
湊
中
学
校

３
年

北

本

結

羽

『
幸
せ
の
両
立
』

田
名
部
中
学
校

３
年

齊

藤

遥

太

●
優
秀
賞
の
部

『
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
』

大
平
小
学
校

３
年

佐

藤

唯

翔

『
治
療
法
の
無
い
難
病
』

田
名
部
中
学
校

１
年

髙

橋

こ
は
く

『
思
い
や
り
の
輪
』

大
湊
中
学
校

２
年

井

上

涼

帆

『
自
慢
の
妹
』

近
川
中
学
校

３
年

村

松

優

冷

『
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
考
え
る
こ
と
』

大
湊
中
学
校

３
年

外

﨑

新

●
佳
作
の
部

『
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
』

近
川
中
学
校

１
年

鍋

谷

圭

『
笑
顔
を
広
め
る
仕
事
』

大
湊
中
学
校

１
年

佐

藤

翔

『
祖
父
母
へ
の
感
謝
』

大
畑
中
学
校

２
年

佐

藤

由

奈

『
本
当
の
優
し
さ
と
は
』

む
つ
中
学
校

３
年

大

姫

星

『
勇
敢
で
誠
実
な
者
に
』

大
湊
中
学
校

３
年

吉

田

風

和

事
業
の
開
催
案
内



令和４年１月25日 ( 6 )む つ 社 協 だ よ り

◎
集
学
サ
ロ
ン

７
月
29
日
（
木
）
と
11
月
12
日
（
金
）
に
集
学
サ

ロ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
２
回
は
む
つ
来
さ
ま
い
館
に
お
い
て
、
消
防
職

員
(救
急
隊
員
)を
講
師
に
お
招
き
し
、「
救
急
時
の

対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
救
急
車
の
呼

び
方
や
あ
ん
し
ん
キ
ッ
ト
の
使
い
方
に
つ
い
て
の
講

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
ボ
ッ

チ
ャ
や
輪
投
げ
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

交
流
を
図
り
ま
し
た
。

第
３
回
は
、
む
つ
市
下
北
自
然
の
家
に
お
い
て
、

木
工
ク
ラ
フ
ト
(写
真
立
て
作
り
)、
む
つ
市
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
報
告
、
修
了
式
を
行
い

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
救
急
車
の
呼
び
方
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
安
心
し
た
」「
自
分
た
ち
に
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
探
し
て
い
き
た
い
」「
新
し
い
人
と

人
と
の
繋
が
り
が
で
き
た
」「
こ
れ
か
ら
も
地
域
で

の
活
動
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
多
く
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

◎
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
前
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
本
人
や
家
族
等
に
対

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
に
関
心
の
あ
る
方
等
を
対

象
に
、
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
に
つ

い
て
学
び
、
ご
自
身
に
で
き
る
支
援
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
令
和
３
年
度
ひ

き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
前
期
プ
ロ
グ
ラ

ム
）」
を
10
月
２
日
（
土
）、
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
青
森
県
立
保
健
大
学
廣
森
直
子
氏
、
障

が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
し
も
き
た
三
浦

和
之
氏
の
両
名
を
講
師
に
迎
え
「
ひ
き
こ
も
り
に
つ

い
て
知
ろ
う
」「
居
場
所
支
援
に
つ
い
て
考
え
て
み

よ
う
」「
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
よ

う
」
に
つ
い
て
の
講
義
を
い
た
だ
き
、
受
講
者
か
ら

は
「
身
近
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
」
等
の
感

想
が
聞
か
れ
、
全
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終
え
た
20

名
に
前
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
証
を
交
付
し
ま
し

た
。

◎
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
旅

11
月
２
日
（
火
）
と
５
日
（
金
）
に
「
ふ
れ
あ
い

バ
ス
の
旅
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
内
在
住
の
65
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
両
日
合
わ
せ
て
78
名
の
方
々
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、「
三
戸
町
・
名
川
観
光
農
園
り
ん
ご
狩

り
ツ
ア
ー
」
と
題
し
、
三
戸
町
、
南
部
町
方
面
へ
出

向
き
ま
し
た
。

今
回
、
三
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ご
協
力
を
得

て
、
観
光
ガ
イ
ド
の
方
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
三
戸

町
を
詳
し
く
案
内
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
国
の
重

要
文
化
財
な
ど
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
戸

城
に
も
足
を
運
び
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
南
部
地
方

の
歴
史
に
触
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
に
、
あ
い
に
く
の
雨
で
、
り
ん
ご
狩
り

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
途
中

で
立
ち
寄
っ
た
道
の
駅

で
の
お
買
い
物
を
楽
し

ん
だ
り
、
昼
食
の
美
味
し

い
三
戸
町
の
郷
土
料
理

に
舌
鼓
を
打
つ
な
ど
、
皆

さ
ん
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
ま
れ
て
い
る
様
子

で
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
ま
た
来
年
も
参
加
で

き
る
よ
う
元
気
で
い
た

い
」「
久
し
ぶ
り
に
遠
出

が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
」

「
三
戸
町
の
事
を
色
々

と
知
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
」
等
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

事
業
の
実
施
報
告



令和４年１月25日 ( 6 )む つ 社 協 だ よ りむ つ 社 協 だ よ り( 7 ) 令和４年１月25日

◎
社
会
福
祉
大
会

11
月
19
日
（
金
）
に
む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お

い
て
「
第
61
回
む
つ
市
社
会
福
祉
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
福
祉
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、
式
典
で

は
永
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ
た

方
々
へ
の
表
彰
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。
表
彰
及
び
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
)

●
表
彰
の
部

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
地

域
福
祉
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木

満

海
老
名

進

安

野

真
理
子

瀨

川

嘉

光

宮

本

歩

大

林

良

子

本

多

康

子

脇

江

忠

廣

民
間
社
会
福
祉
施
設
、
社
会
福
祉
協
議
会
及
び

社
会
福
祉
団
体
役
員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
地
域

福
祉
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

阿

部

久

江

向

井

京

子

工

藤

金

弥

個
人
ま
た
は
団
体
等
で
、
社
会
福
祉
事
業
協
助

者
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

竹

内

幸

弘

田

中

千
穂
子

近

藤

房

子

●
感
謝
の
部

社
会
福
祉
の
重
要
性
を
深
く
認
識
さ
れ
、
令
和

２
年
度
に
お
い
て
社
会
福
祉
事
業
に
積
極
的
に
協

力
援
助
を
さ
れ
ま
し
た
。

下
北
ア
ピ
オ
ス
振
興
会

下
北
連
合
婦
人
会

大
畑
地
区
連
合
婦
人
会

む
つ
市
も
う
た
り
ク
ラ
ブ

谷

川

祥

子

株
式
会
社
ト
ー
リ
ン

海
上
自
衛
隊
大
湊
海
曹
会

む
つ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ブ

龍
本
寺

和
敬
会

對

馬

健

幸

工

藤

和
歌
子

一
般
社
団
法
人
公
済
会

株
式
会
社
ユ
ア
テ
ッ
ク
む
つ
営
業
所

電
源
開
発
送
変
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社

む
つ
送
変
電
事
業
所

◎
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

12
月
12
日
(日
)に
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ
に
て
、
令

和
３
年
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
在
宅
で
暮
ら
す
障
害
者
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
共
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
、
そ

れ
に
よ
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
義

援
金
を
活
用
し
て
例
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
た
め
実
施
で

き
ず
、
２
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
132
名
の
方
々

が
集
ま
り
、
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
協
力
し
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
を
図
り
な

が
ら
、
下
北
地
区
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
方
々

に
よ
る
趣
向
を
凝
ら
し

た
各
種
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
ホ
テ
ル
自
慢
の

お
弁
当
、
食
後
に
は
参
加

者
の
方
々
に
よ
る
カ
ラ

オ
ケ
を
実
施
し
楽
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
会
と
な
り

ま
し
た
。



む つ 社 協 だ よ り令和４年１月25日 ( 8 )

◎
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

む
つ
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
や
身
体
障
害
者
世
帯
で
、
自

ら
で
除
雪
が
困
難
で
経
済
的
理
由
に
よ
り
他
に
支
援
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
世
帯
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

除
雪
の
依
頼
を
受
け
ま
す
と
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が
状

況
確
認
に
伺
い
必
要
に
応
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
日
程

調
整
を
行
い
除
雪
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
要
件

⑴

高
齢
者
世
帯

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
あ
る
こ
と

⑵

身
体
障
害
者
世
帯

身
体
障
害
者
の
み
の
世
帯
で
あ
る
こ
と

⑶

共
通
事
項

①

自
己
所
有
の
一
戸
建
て
（
借
家
含
）
に
居
住

し
て
い
る
こ
と

②

市
内
に
除
雪
が
で
き
る
親
族
が
居
住
し
て
い

な
い
こ
と

③

低
所
得
世
帯
（
参
考
：
世
帯
の
収
入
合
計
が

概
ね
月
に
12
万
円
未
満
）

●
期

間

３
月
31
日
ま
で

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

●
時

間

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

●
除
雪
箇
所

出
入
口
、ス
ト
ー
ブ
の
排
気
口
確
保
。

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
先

む
つ
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
３
０
２
３

の
状
態
に
応
じ
た
対
応
を
考
え
、
工
夫
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

「
も
う
遅
い
」
な
ど
と
あ
き
ら
め
た
り
、
家
族
だ

け
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時

月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

●
問
合
せ
先

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

☎
22
‐
２
７
３
１

◎
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の
集
い

「
ふ
ら
っ
と
ほ
ー
む
」

青
年
期
の
「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
」
の
状
態
に
あ

り
社
会
参
加
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、
家
庭
以
外
の

居
場
所
や
同
世
代
を
中
心
と
し
た
対
人
関
係
を
経
験

す
る
場
を
提
供
し
、
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
に
相
談
に

来
ら
れ
、「
ふ
ら
っ
と
ほ
ー
む
」へ

の
参
加
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
方
。

●
場

所

む
つ
市
海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

●
参
加
費

無
料

●
活
動
内
容

ス
ポ
ー
ツ
･レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
･

話
し
合
い
等

●
問
合
せ
先

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

☎
22
‐
２
７
３
１

◎
む
つ
市
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

ひ
き
こ
も
り
に
悩
ん
で
い
る
ご
本
人
や
ご
家
族

の
相
談
に
応
じ
る
た
め「
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
が
続
く
と
ご
本
人
だ
け
で

な
く
ご
家
族
も
心
配
や
不
安
が
募
り
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
は
、
そ
の
要
因
と
し
て
様
々
な
背

景
が
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

事
業
の
利
用
案
内

◎
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を募

集
し
ま
す

近
隣
に
親
族
等
が
い
な
く
、
自
力
で
の
除
雪
が

困
難
な
高
齢
者
世
帯
や
身
体
障
害
者
世
帯
の
除
雪

支
援
を
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
希
望
す
る
方
、

関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
募
集
範
囲

む
つ
市
内
在
住
で
除
雪
活
動
に

協
力
で
き
る
方

●
募
集
期
間

３
月
31
日
ま
で
随
時
受
付

●
留
意
事
項

登
録
者
の
皆
様
に
は
万
が
一
の

事
故
・
ケ
ガ
等
に
備
え
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

(自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。)

●
申

込

問
合
せ
先

む
つ
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
３
０
２
３



む つ 社 協 だ よ り令和４年１月25日 ( 8 )む つ 社 協 だ よ り( 9 ) 令和４年１月25日

｢ふらっとほーむ」日程
月 日
２ １０(木)・２５(金)
３ １１(金)・２５(金)
４～ 第２・第４金の予定
１３:３０～１５:３０

｢ほっとすぺーす」日程
月 日
２ ２４(木)
３ ２４(木)
４～ 第４木の予定
１７:３０～１９:００

① 住宅確保要配慮者の入居を拒まない賃貸住宅の登録制度
② 登録住宅の改修・入居への経済的支援
③ 住宅確保要配慮者のマッチング・入居支援

◎
居
住
支
援
法
人
の

指
定
を
受
け
ま
し
た

こ
の
度
本
会
は
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
法
に
基
づ
き
居
住
支
援
を
行
う
法

人
と
し
て
、
令
和
３
年
８
月
20
日
に
青
森

県
知
事
よ
り
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
「
住
宅
」
を

確
保
す
る
た
め
の
配
慮
が
必
要
な
方
々
に

対
す
る
相
談
対
応
に
併
せ
、
必
要
な
支
援

を
行
い
ま
す
。

高
齢
や
障
害
等
を
理
由
に
、
不
動
産
店

で
お
部
屋
が
借
り
ら
れ
な
い
等
で
お
困
り

の
方
は
、
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
業
務
内
容

⑴

登
録
住
宅
の
入
居
者
へ
の
家
賃

債
務
保
証

⑵

住
宅
相
談
な
ど
賃
貸
住
宅
へ
の

円
滑
な
入
居
に
係
る
情
報
提
供
及

び
相
談

⑶

見
守
り
な
ど
要
配
慮
者
へ
の
生

活
支
援

⑷

⑴
～
⑶
に
附
帯
す
る
業
務

●
問
合
せ
先

生
活
支
援
課

☎
33
‐
３
０
２
３

居
住
支
援
法
人

◎
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
集
い

「
ほ
っ
と
す
ぺ
ー
す
」

ひ
き
こ
も
り
や
心
の
悩
み
を
抱
え
、
な
か
な
か
社

会
と
つ
な
が
れ
ず
に
い
る
ご
本
人
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
家
族
会
で
す
。
本
人
の
年
齢
、
家
に
い
る

期
間
、
病
気
や
障
害
の
有
無
な
ど
、
本
当
に
様
々
で

す
が
、「
な
ん
て
声
を
か
け
た
ら
い
い
か
」「
ど
う
関

わ
っ
た
ら
い
い
か
」
と
い
っ
た
悩
み
は
皆
さ
ん
共
通

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
の
心
が
少
し
で
も

軽
く
な
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
共
に
考
え
て
ま
い
り

ま
す
。

●
場

所

む
つ
市
海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

●
参
加
費

無
料

●
活
動
内
容

精
神
保
健
福
祉
士
・
保
健
師
等
に

よ
る
講
話
や
座
談
会
、
参
加
者
同

士
の
体
験
を
語
る
話
し
合
い
、
ひ

き
こ
も
り
に
関
す
る
基
本
的
な
理

解
及
び
対
応
を
検
討
す
る
た
め
の

研
修
等
。

●
問
合
せ
先

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

☎
22
‐
２
７
３
１



む つ 社 協 だ よ り令和４年１月25日 (10)

◎
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る苦

情
解
決
体
制

社
会
福
祉
法
人
む
つ
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
本
会

が
実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て
利
用
者
等
か
ら
の
苦
情
を
迅

速
、
適
切
に
解
決
す
る
た
め
の
体
制
、
処
理
方
法
等
を
定

め
、
利
用
者
の
権
利
を
擁
護
す
る
と
と
も
に
、
当
該
事
業

を
適
切
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

苦
情
を
適
切
に
解
決
す
る
た
め
の
体
制
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
事
業
所
名

社
会
福
祉
法
人
む
つ
市
社
会
福
祉
協
議
会

●
所
在
地
・

〒
〇
三
五
‐
〇
〇
七
三

連
絡
先

む
つ
市
中
央
１
‐
８
‐
１

む
つ
市
役
所
本
庁
舎
内

☎
33
‐
３
０
２
３

FAX
23
‐
５
０
９
３

●
苦
情
解
決
責
任
者

石

野

了
（
事
務
局
長
）

●
苦
情
受
付
担
当
者

渡

部

章

一
（
総
務
課
長
・
本
所
）

東

隆

行
（
川
内
・
脇
野
沢
支
所
長
）

中

嶌

美

紀
（
大
畑
支
所
長
）

芳

賀

保
（
近
川
保
育
園
長
）

●
第
三
者
委
員

柏

木

ハ

ル
（
22
‐
３
４
５
６
）

松

橋

知

紀
（
080
‐
６
０
０
２
‐
７
４
２
７
）

宮

本

歩
（
22
‐
２
４
４
３
）

二
本
栁

信

行
（
090
‐
１
４
９
４
‐
６
７
４
０
）

●
苦
情
解
決
の
方
法

⑴

苦
情
の
受
付

苦
情
は
、
面
接
、
電
話
、
書
面
な
ど
に
よ
り
苦

情
受
付
担
当
者
が
随
時
受
け
付
け
ま

す
。
な
お
、
第
三
者
委
員
に
直
接
申

し
出
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

⑵

苦
情
受
付
の
報
告

苦
情
受
付
担
当
者
が
受
け
付
け
た

苦
情
を
、
苦
情
解
決
責
任
者
と
第
三

者
委
員
（
苦
情
申
し
出
人
が
第
三
者

委
員
へ
の
報
告
を
希
望
し
な
い
場
合

を
除
く
。）
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

⑶

苦
情
解
決
の
た
め
の
話
し
合
い

苦
情
解
決
責
任
者
は
、
苦
情
申
出

人
と
誠
意
を
も
っ
て
話
し
合
い
解
決

に
努
め
ま
す
。
そ
の
際
、
苦
情
申
出

人
は
第
三
者
委
員
の
助
言
や
立
会
い

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他

本
会
内
で
解
決
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
ま
た
は
外
部
に
直
接
相
談
し
た
い

場
合
は
、
関
係
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

⑴

社
会
福
祉
法
で
対
象
と
な
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
苦
情
に
つ
い
て

青
森
県
運
営
適
正
化
委
員
会

（
青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

連
絡
先

〒
〇
三
〇
‐
〇
八
二
二

青
森
市
中
央
３
‐
20
‐
30

☎
０
１
７
‐
７
３
１
‐
３
０
３
９

FAX
０
１
７
‐
７
３
１
‐
３
０
９
８

◎
教
育
支
援
資
金
貸
付
の
お
知
ら
せ

低
所
得
世
帯
を
対
象
と
し
て
、
就
学
に
係
る
費
用
を
貸
付

す
る
「
生
活
福
祉
資
金
(教
育
支
援
資
金
)」
貸
付
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
就
学
に
当
た
り
、
学
費
及
び

生
活
費
の
捻
出
に
お
悩
み
の
際
は
、左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
貸
付
対
象

低
所
得
世
帯
(住
民
税
非
課
税
世
帯
程
度
)

●
貸
付
条
件

⑴

金
融
機
関
及
び
そ
の
他
施
策
制
度
か
ら
融
資
を
受

け
ら
れ
な
い
世
帯

⑵

日
本
学
生
支
援
機
構
等
の
奨
学
金
を
活
用
し
て
も

就
学
に
要
す
る
経
費
を
賄
え
な
い
場
合

●
貸
付
限
度
額

⑴

教
育
支
援
費

低
所
得
世
帯
に
属
す
る
者
が
高
等
学
校
、
大
学
又

は
高
等
専
門
学
校
に
就
学
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

高
校

月
額

３
万
５
千
円
以
内

高
専

月
額

６
万
円
以
内

短
大

月
額

６
万
円
以
内

大
学

月
額

６
万
５
千
円
以
内

⑵

就
学
支
度
費

低
所
得
世
帯
に
属
す
る
者
が
高
等
学
校
、
大
学
又

は
高
等
専
門
学
校
へ
の
入
学
に
際
し
必
要
な
経
費

50
万
円
以
内

●
貸
付
利
子

無
利
子

●
申
込
者

子
ど
も
等
を
借
入
申
込
者
と
し
、
保
護
者

を
連
帯
借
入
申
込
者
と
し
ま
す
。
原
則
、

連
帯
保
証
人
は
不
要
で
す
。

●
貸
付
審
査

青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
審
査
と
な
り

ま
す
。
こ
の
結
果
、
貸
付
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申

込

問
合
せ
先

本

所

☎
33
‐
３
０
２
３

川
内
支
所

☎
42
‐
２
０
０
２

大
畑
支
所

☎
34
‐
３
５
３
７

脇
野
沢
支
所

☎
44
‐
３
５
５
０
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子
育
て
世
代
の
就
労
支
援
等
を
目
的
に
認
可
保
育
園

を
設
置
開
設
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度
の
新
入
園
児
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

当
園
の
特
色
と
し
て
、
和
太
鼓
を
通
じ
「
集
中
力
」、

「
持
続
力
」、「
協
調
性
」
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
季

節
に
応
じ
た
諸
行
事
及
び
延
長
保
育
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
送
迎
バ
ス
を
完
備
し
、
ご
希
望
に
よ
り
園
児

の
送
迎
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
家
庭
の
実
情
に
合

わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
入
園
の
ご
案
内

●
入
園
要
件

・
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

・
疾
病
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
場
合

・
出
産
、
求
職
活
動
中
の
場
合
(ご
相
談
く
だ
さ
い
)

●
受
入
年
齢

生
後
４
か
月
～
小
学
校
就
学
未
満

●
入
園
定
員

50
名

●
開
園
時
間

午
前
７
時
～
午
後
６
時
30
分

（
延
長
保
育
含
む
）

●
入
園
時
期

４
月
１
日
～

（
年
度
の
途
中
で
も
入
園
で
き
ま
す
）

◎
主
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

●
延
長
保
育

午
後
６
時
～
午
後
６
時
30
分

●
乳
児
保
育

生
後
４
か
月
～

●
障
害
児
保
育

集
団
生
活
が
可
能
の
園
児

●
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
給
食

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち
の
お
子
さ
ん
に

は
、
安
心
し
て
美
味
し
い
給
食
を
提
供
す
る
た

め
、
医
師
の
診
断
書
を
提
供
い
た
だ
き
、
ア
レ

ル
ギ
ー
食
品
を
完
全
除
去
を
し
、
代
替
え
食
品

に
て
対
応
い
た
し
ま
す
。

●
バ
ス
送
迎

希
望
に
よ
り
、
生
後
６
か
月
以
上
の
園
児
を

対
象
に
、
保
育
園
ま
で
の
送
迎
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

◎
保
育
園
の
特
色

●
保
育
理
念

自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
、
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
を
大
切
に
し
、
家
族
、
地
域
に
信
頼
さ
れ

愛
さ
れ
る
保
育
園
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
保
育
方
針

健
康
で
明
る
い
子

し
つ
け
の
よ
い
子

物
を
大
切
に
す
る
子

思
い
や
り
の
あ
る
子

●
和
太
鼓

日
本
総
合
音
楽
研
究
の
講
師
に
よ
る
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
和
太
鼓
を
通
じ
、
集
中
力
、

持
続
力
、
協
調
性
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

●
異
年
齢
交
流

地
域
の
小
・
中

学
校
、
養
護
学
校

と
の
交
流
を
行
う

こ
と
で
社
会
性
や

人
と
関
わ
る
喜
び

を
育
ん
で
い
き
ま

す
。

●
世
代
間
交
流

地
域
の
婦
人
会

や
お
年
寄
り
を
行

事
に
招
待
し
た

り
、
老
人
福
祉
施

設
を
訪
問
し
、
交

流
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
陶
芸
教
室

釜
臥
荘
に
て
年

長
児
が
陶
芸
体
験

を
し
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
を
制
作
し

ま
す
。

●
施
設
見
学

お
問
合
せ

近
川
保
育
園

☎
26
‐
２
１
１
７

近
川
保
育
園
新
入
園
児
募
集
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むつ市社会福祉協議会会員へのご加入にご協力をお願いいたします｡
むつ市社会福祉協議会（以下「社協」といいます｡)は、地域の皆様に支えられた民間の福祉団体です。
社協の事業を進めるための財源は、会員会費、寄付金のほかに、青森県社会福祉協議会、青森県共同

募金会及び市からの補助金、助成金及び受託金により賄われています。
社協は、営利を目的としていないため、事業を維持・発展させるための資金を集めることが大きな課

題となっています。
このうち会員会費と寄付金は、社協が民間福祉の推進機関として、自立的な活動を展開するための重

要な資金となっています。
社協の活動をご理解いただき、ひとりでも多くの皆様の社協会員へのご協力をお願いいたします。

◇ 会員の種類 ◇

区 分 対 象 年 会 費

正 会 員 本会の理事・監事・評議員及び職員 3,000円

普通会員 むつ市に住所を有する世帯／町内会等の市民組織団体、福祉関係組織及び団体 1,000円から

賛助会員 社会福祉に関心を有し、本会の目的に賛同する一般個人又は法人団体等 3,000円から

◇ 入会方法 ◇
会員にご加入いただける場合は、本会へご連絡をいただけますと職員が伺い、入会申込書に必要事項

をご記入いただき、会費納入方法等についてご案内させていただきます。
○ 問合せ・連絡先 総務課 ☎33-3023

本広報誌は、共同募金助成金により作成したものです。

匿 名 様 3,000円
匿 名 様 9,065円
ライオンズクラブVSロータリークラブ
合同ゴルフチャリティコンペ 様 20,000円
匿 名 様 50,000円
海上自衛隊大湊海曹会 様 44,800円
匿 名 様 10,000円
株式会社トーリン 様 50,000円
龍 本 寺 様 36,000円
昭和43年度田名部高等学校
３年２組クラス会 様 35,894円
むつフレンドリークラブ 様 30,000円
匿 名 様 30,000円

有限会社関商店 様 介護用品 多数
福 嶋 雄次郎 様 ビデオテープ 48本
匿 名 様 介護用品 多数
有限会社関商店 様 介護用品 多数
一般社団法人公済会 様 タオル 800本
伊勢田 智 美 様 ベビーカー １台
有限会社関商店 様 布団類
匿 名 様 尿取りパッド ５袋

トイレ処理袋 14枚
佐々木 隆 雄 様 青森りんご ３箱
佐々木 隆 雄 様 青森りんご ３箱
匿 名 様 おもちゃ ５個

令和３年７月１日から令和３年12月31日まで


